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埼玉県小川町議会

No.98

l2月定例会

表
紙
に
使
用
し
て
い
る
画
像
は
、
小
川
和
紙
の
「
透
か
し
入
り
和
紙
（
青せ

い
が
い
は

海
波
）」
で
す
。
青せ

い
が
い
は

海
波
と
は
半
円
形
を
同
心
円
状
に
重
ね
た
波
形
の
模
様
の
こ
と
で
、
伝
統
的
な
和
柄
の
１
つ
で
す
。

ま
た
、
和
紙
に
合
わ
せ
て
あ
し
ら
っ
た
２
色
は
、
紺こ

ん
き
き
ょ
う

桔
梗
と
深こ

う

ひ緋
。
イ
メ
ー
ジ
し
た
の
は
議
会
の
「
冷
静
と
情
熱
」。
紙
面
か
ら
感
じ
と
っ
て
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
か
。

P.6

P.2

意見書

加藤友良さん

わたしわたしののひとコトひとコト 
子供たちが

「また小川町に住みた

いな」と思ってくれた

ら、何よりです。

一般質問を読んで、

気になっていたこと

がよく分かりました。

件を提出2

P.7

﹁
モ
〜　

 
 

﹂
わ
た
し
が
作
っ
た
の
。
ス
テ
キ
で
し
ょ
︵
裏
表
紙
に
関
連
記
事
︶

P.14町民の声
「聞きます×つなぎます」

柏俣由希子さん

聞 ×つ な

議員の

可燃ごみ処理

町民の願いを
国・県へ

町村で
再スタート5

一般質問
議員のつぶやきにも注目！

の視点13
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業務上でのデータ保存、文書の作業務上でのデータ保存、文書の作
成等は、できるだけペーパーレス成等は、できるだけペーパーレス
を心がけています。を心がけています。

関関
せ き ね や す ひ こせ き ね や す ひ こ

根康彦根康彦さんさん（幸町）（幸町）

「埼玉中部資源循環組合」の解散により、

「小川地区衛生組合」の枠組みで再スタート。

将来に向けた可燃ごみ処理のあり方、現在ま

での状況をまとめてみました。

　始まったばかりの新たな議論、
　　　　一緒に考えていきましょう。

聞 × つ な

議 員 の

知る・考える

巻頭特集
焼却炉の老朽化→設備更新には焼却炉の老朽化→設備更新には

莫大な費用→広域化により解消へ莫大な費用→広域化により解消へ

小鹿野町

秩父市

美里町美里町
神川町神川町

上里町上里町

本庄市 深谷市
熊谷市

東秩父村東秩父村 小川町

飯能市

ときがわ町

滑
川
町嵐

山
町

鶴ヶ島市鶴ヶ島市

日高市

狭山市

入間市
所沢市

川越市

ふじみ野市ふじみ野市
富士見市富士見市

三芳町三芳町 志木市志木市

朝霞市朝霞市

新座市新座市 和光市和光市

戸田市 蕨市蕨市
川口市 草加市

八潮市八潮市

三郷市三郷市

越谷市

松伏町松伏町

春日部市

さいたま市

上尾市
川島町

鴻巣市

北本市
桶川市桶川市 伊奈町伊奈町

蓮田市蓮田市

白岡市白岡市

幸手市

杉戸町杉戸町
宮代町宮代町

久喜市

加須市

羽生市

行田市

吉
川
市

埼玉県

９市町村から５町村へ９市町村から５町村へ

メンバーは自治体代表・住民代メンバーは自治体代表・住民代

表・有識者による全５人表・有識者による全５人（＊参照）（＊参照）

将来に向けた基本的な考え方

区分
現施設の継続 民間委託A社 民間委託Ｂ社

内　容 評
価  内　容 評

価  内　容 評
価

環境
負荷

・CO2発生
・発電設備なし

△
・CO2低環境負荷型
・発電設備あり

○
・CO2発生
・発電設備なし

△

住民
サービス

（影響）
分別方法は
従来どおり ◎

分別方法変更の
可能性あり

○
分別方法は
従来どおり ◎

コスト 基準値 △ ▲約11.7億円 ◎ ▲約1.3億円 ○

継続性
（安定性）

コストをかければ
継続可能（10年間）

○
契約可能

（10年間） ◎ 単年度契約のみ △

平成27年4月

埼玉中部資源循環組合
に参加

令和２年３月

埼玉中部資源循環組合
解散

令和２年４月

元の枠組みで再スタート

令和２年８月12日

可燃ごみ処理あり方
検討委員会を設立

検討委員会の報告

将来の可燃ごみ処理は、新施設の建設か民間委託の両方の
可能性を引き続き検討していくことになります。それまでの
ごみ処理は、民間へ委託する考えが濃厚です。

Gikai's
e y e

私たちに
できること

現状の

まとめ

日頃から日頃から

新たな

小川地区衛生組合

ホームページ

「可燃ごみ処理の
あり方検討委員会
報告書」

もともと現焼却炉は

埼玉中部資源循環組合が

稼働するまでの延命措置

町民
ごみの減量化と
分別化の徹底

議会
行政←→町民
正しく伝えること

行政
環境教育
の推進

施設移転施設移転

風向きによっては臭いも…風向きによっては臭いも…
それが、一時的に別の施設でそれが、一時的に別の施設で
の焼却になる予定？ とにかくの焼却になる予定？ とにかく
早急に施設移転をしてほしい。早急に施設移転をしてほしい。

鈴鈴
す ず きす ず き

木木秀秀
ひでひで

尚尚
なおなお

さんさん（東小川６丁目）（東小川６丁目）

住民説明会
（令和2年11月14日 参加70人）

主な質疑・意見　※抜粋要約

● 燃やさない処理方法の検討を

● 検討事項は各町村におろすべき

● どんな形であれ、早急に移転してほしい

● ごみの分別や減量化への取組も進めるべき

● 住民が関心を持つよう進めてほしい

・更新には莫大な費用

・環境負荷

・住民サービスへの影響を考慮

決定までは相当な年数を要する

考えられる方法は２つ考えられる方法は２つ

（＊）可燃ごみ処理あり方検討委員会メンバー（＊）可燃ごみ処理あり方検討委員会メンバー（敬称略）（敬称略）

住民代表 岩田鑑郎 小川地区衛生組合議会　ごみ処理技術 濵田雅巳（公社）全国都市清掃会議・田中一幸（一財）日本環境衛生センター
環境科学 川嵜幹生 埼玉県環境科学国際センター　自治体代表 中村寛 小川町

注）コストは現施設の継続を基準とした場合の10年間の比較

検討
始まる！

可燃ごみ可燃ごみ
処理施設処理施設

その間その間ののごみ処理ごみ処理はは
　　　　どうするの？　　　　どうするの？

留意点留意点

・・ごみの適正処理は行政の責務ごみの適正処理は行政の責務

・・委託先の安定性や継続性委託先の安定性や継続性

民間処理業者
に全面委託

留意点留意点

・高効率でエネルギー回収が可能な施設・高効率でエネルギー回収が可能な施設

・・より優位な交付金を受けるには広域連携が必要より優位な交付金を受けるには広域連携が必要

・・焼却施設、収集運搬等による温室効果ガスの検証焼却施設、収集運搬等による温室効果ガスの検証

・新たな建設候補地の選定など・新たな建設候補地の選定など

新たに

処理施設を建設

将来に向けた基本的な考え方
検討委員会の報告 小川地区衛生組合

ホームページ

「可燃ごみ処理の
あり方検討委員会
報告書」

ちょちょっっとと
　待　待っって！て！



一級
河川

清酒十四代をぶら下げて友人

宅を訪問し、昔話と思い出話

で盛り上がる。（Ｓ・Ｋさん 66歳）
P.7へつづきます！

Mini Interview
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小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

写
真
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 　

写
真
は
編
集
委
員
が
﹁
撮
る
﹂﹁
選
ぶ
﹂。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
︵
写
真
説
明
︶
も
工
夫
し
ま
す
。

オガワマチのこと・ギカイのこと

「一緒に見よう、考えよう」

Mini Interview

聞 ×つ なVol.13
コロナ禍での
あなたの
ストレス解消法は？

１日おきのネギむきと、午後

のロードショーを楽しみに生

きています。（Ｓ・Ｙさん 65歳）

公共浄化槽等整備推進事業…整備対象区域内におい
て、浄化槽の設置を希望する方に対し、町が主体となっ
て個人住宅の敷地内に公共浄化槽を設置し、使用料を
いただいて、町が維持管理を行っていく事業。

洪水
ハザードマップ

小川小学校
老朽化

5

40築

河川

年

12
月
定
例
会
︵
11
月
30
日
〜
12
月
10
日
の
11
日
間
︶
で
は
、
旧
中

央
公
民
館
の
解
体
工
事
増
額
等
の
補
正
予
算
、
埼
玉
伝
統
工
芸
会

館
の
指
定
管
理
委
託
、
条
例
制
定
な
ど
23
議
案
︵
う
ち
議
員
提
出
議

案
２
件
、
委
員
会
提
出
議
案
１
件
︶
を
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
議
決
し
ま

し
た
。
ま
た
請
願
１
件
の
審
査
を
行
い
、
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

本
会
議
に
お
け
る
す
べ
て
の
発
言

は
「
会
議
録
」
と
し
て
記
録
し
て
い

ま
す
。
Q
Ｒ
コ
ー
ド
か
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
［
小
川
町
議
会 

会
議

録
］
と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

※
12
月
定
例
会
分
は
２
月
末
頃
か
ら

　

見
ら
れ
ま
す

令 和 ２ 年

12月定例会

私
た
ち
の
町
、

ど
う
な
っ
て
る
？ 

ど
う
す
る
？

議員が質
た だ

した
聞いてわかった

項目2
Pick up!
小川町民なら
知って
おきたい！

小
川
小
学
校

Ｑ
屋
上
外
壁
等
の
改
修
工
事
が
計

画
さ
れ
て
い
る
が
、
建
物
の
状
況
は
。

Ａ
築
40
年
以
上
経
過
し
、
屋
上
か

ら
は
雨
漏
り
が
発
生
し
、
外
壁
は
ひ

び
割
れ
の
状
況
で
す
。
改
修
に
向
け

た
設
計
委
託
を
行
い
ま
す
。

Ｑ
当
初
の
契
約
で
は
３
５
２
０
万

円
の
工
事
費
が
、
５
３
９
１
万
円
に

増
額
し
た
理
由
は
。

Ａ
追
加
工
事
費
の
総
額
は
１
８
７

１
万
円
で
、
岩
盤
対
応
に
約
６
５
０

万
円
、
浄
化
槽
対
応
に
約
５
８
０
万

円
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
処
理
で
約
80
万

円
等
で
す
。
岩
盤
が
あ
っ
た
こ
と
、

八
和
田
学
童
ク
ラ
ブ

Ｑ
今
回
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た

独
自
の
取
組
を
行
う
事
業
者
が
指
定

管
理
の
選
定
を
受
け
た
。
今
ま
で
学

童
で
行
っ
て
き
た
稲
作
な
ど
地
域
と

の
連
携
事
業
、
雇
用
の
問
題
な
ど
の

引
継
ぎ
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。

ま
た
浄
化
槽
を
確
認
す
る
図
面
が
な

く
、
設
計
当
初
に
見
込
む
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

Ｑ
大
幅
な
補
正
増
と
な
っ
た
が
、

ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。

Ａ
事
業
開
始
が
７
月
か
ら
で
、
昨

伝
統
工
芸
会
館

Ｑ
民
間
事
業
者
と
埼
玉
伝
統
工
芸

協
会
が
共
同
体
と
し
て
指
定
管
理
者

と
な
る
。
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
し
て

﹁
入
館
料
の
撤
廃
﹂
と
な
っ
て
い
る
が
、

経
営
上
は
大
丈
夫
か
。

Ａ
入
館
料
を
無
料
に
す
る
こ
と
で
、

入
館
者
や
来
訪
者
を
増
加
さ
せ
、
和

紙
体
験
料
の
増
加
・
物
販
等
の
売
上

増
を
図
り
ま
す
。

見
晴
ら
し
の
丘
公
園

Ｑ
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
不
況
が
見
込

ま
れ
る
中
、
指
定
管
理
業
者
の
経
営

状
況
の
把
握
は
。
ま
た
、
災
害
等
の

緊
急
時
は
、
独
自
の
防
災
対
策
が
あ

る
の
か
。

Ａ
選
定
を
す
る
段
階
で
前
年
度
収

支
計
算
書
、
貸
借
対
照
表
等
で
判
断

を
し
ま
す
。
委
託
期
間
中
は
、
必
要

が
あ
れ
ば
提
出
書
類
を
求
め
確
認
を

行
い
ま
す
。

　

緊
急
時
は
、
同
社
が
近
隣
で
指
定

管
理
を
受
け
て
い
る
施
設
間
で
連
携

し
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
が
取
れ
る

と
こ
ろ
も
特
徴
で
す
。

ま
ま
放
置
す
る
こ
と
は
、
衛
生
面
、

防
犯
面
、
防
災
面
に
お
い
て
問
題
が

生
じ
ま
す
。

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

Ｑ
ど
の
よ
う
な
マ
ッ
プ
な
の
か
。

詳
細
と
周
知
方
法
は
。

Ａ
県
管
理
の
５
河
川
︵
槻
川
・
兜
川
・

館
川
・
市
野
川
・
新
川
︶
に
つ
い
て
、

水
害
リ
ス
ク
情
報
図
に
よ
り
洪
水
等

被
害
の
想
定
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
１
万
５
０
０
０
部
を
印
刷
し
、

全
戸
配
布
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
に
対
応
し
た
公
共
施
設
の
在あ

り
方

思
い
出
い
っ
ぱ
い
旧
中
央
公
民
館
の
解
体

八和田学童クラブのクリスマス会の一コマ。

令和３年度から指定管理者が変更になり、

新たなサービスが期待されます。

放課後学童クラブ
（学童）一覧
「子育て応援ナビ」

年
度
同
時
期
と
比
べ
る
と
６
％
〜

20
％
の
増
加
で
し
た
。
10
月
に
お
い

て
は
、
埼
玉
県
コ
バ
ト
ン
マ
イ
レ
ー

ジ
事
業
参
加
者
の
36
％
の
方
が
月
20

日
以
上
８
０
０
０
歩
達
成
し
て
い
る

状
況
で
す
。

町
営
住
宅

Ｑ
ど
の
町
営
住
宅
で
、
ど
ん
な
工

事
を
行
う
の
か
。緊
急
性
は
あ
る
の
か
。

Ａ
腰
越
南
団
地
・
角
山
八
幡
北
団

地
の
入
居
者
退
去
に
伴
い
、
解
体
工

事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
空
き
家
の

Ａ
新
し
く
選
定
さ
れ
た
事
業
者
で

す
の
で
、
教
育
委
員
会
が
積
極
的
に

間
に
入
り
、
令
和
３
年
度
の
ス
タ
ー

ト
に
向
け
円
滑
に
事
業
が
進
め
て
い

け
る
よ
う
関
わ
っ
て
い
き
ま
す
。 

公
共
浄
化
槽

Ｑ
該
当
地
域
内
の
多
く
の
住
宅
に

は
、
既
に
合
併
処
理
浄
化
槽
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
管
理
料
等
と

比
較
を
し
た
場
合
、
年
間
の
費
用
は

ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

Ａ
公
共
浄
化
槽
の
使
用
料
を
合
併

浄
化
槽
の
維
持
管
理
料
と
比
較
す
る

と
若
干
高
く
な
り
ま
す
。
個
々
の
お

宅
に
よ
っ
て
一
律
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
平
均
で
は
同
等
も
し
く
は
少
し

高
く
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

東
小
川
小
学
校
統
合

Ｑ
学
校
統
合
に
よ
る
町
財
政
へ
の

影
響
は
あ
る
の
か
。

Ａ
町
の
財
政
に
と
っ
て
は
、
学
校

の
維
持
管
理
費
全
体
に
お
け
る
老
朽

化
し
た
校
舎
の
改
修
や
建
て
替
え
に

よ
る
経
費
が
抑
え
ら
れ
ま
す
。

ＩＣＴ…「情報通信技術」の略称。IT（情報技術）にコミュニケーションの
要素を含めたもの。身近な例では、SNS上でのやり取りやメールでのコミュ
ニケーションなど。



議　員　名

  議　案　名

笠
原
　
英
彦

髙
橋
　
功
人

島
田
　
康
弘

笹
本
　
孝
幸

五
十
嵐
康
博

山
口
　
勝
士

髙
橋
さ
ゆ
り
　

本
多
　
重
信

髙
瀬
　
　
勉

井
口
　
亮
一

笠
原
　
規
弘

島
﨑
　
隆
夫

戸
口
　
　
勝

田
中
　
照
子

根
岸
　
成
美

大
戸
　
久
一

審

議

結

果

小川町公共浄化槽事業条例制定 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 可決

小川町一般職の職員の給与に関する条例及び小川町会
計年度任用職員の報酬等に関する条例の一部改正

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 可決

町長及び副町長の給与等に関する条例及び小川町教育
委員会教育長の給与等に関する条例の一部改正

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 可決

小川町一般会計補正予算（第７号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 可決

小川町水道事業会計補正予算（第４号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 可決

小川町下水道事業会計補正予算（第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 可決

旧中央公民館解体工事請負変更契約の締結 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 可決

賛否が分かれた議案
公開します 議員ごとの賛否内訳と審議結果

○…賛成 ×…反対　欠…欠席

ー印…議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します

議決結果はホームページ
でも見られます→

他１６議案と請願１件は全員賛成で原案どおり「可決・同意・採択」しました

竹沢地区区長会（大澤輝夫氏ほか７区長）から、太陽光

発電事業に伴う工事で残土などを持ち込むことに強く

反対する請願が提出された。議会は、良い環境を次

世代に引き継ぐため、この請願を全会一致で採択し、

意見書を県知事に提出した。

議長から 諮問
答申

議会運営
委員会から

P.5からの

つづきです！

一般質問
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小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

文
字
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 　

高
齢
者
や
視
覚
の
弱
い
方
に
も
読
み
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を
使
用
し
ま
す
！

つづく！
長風呂ですね。5歳の娘と

アヒルのおもちゃで楽しん

でいます。（Ｓ・Ｎさん 44歳）

家飲み。おつまみはメンマとキ

クラゲの炒め物、豚のから揚げ。
（Ｈ・Ｈさん 44歳）

討
論

学
校
給
食
答 

弁

で
き
る
だ
け
早
く

方
向
性
を
決
定
す
る

給
食
セ
ン
タ
ー

今
後
の
計
画
は

当町の学校給食は近隣でも「おいしい」
と評判です。

Ｑ
当
町
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は

竣
工
以
来
40
年
が
経
過
し
、
建
物
、

設
備
の
老
朽
化
が
激
し
く
、
安
全
面

や
衛
生
面
に
も
不
安
が
あ
る
。
今
後

の
方
向
性
を
早
急
に
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
は
、
老
朽
化
が
進
み
、
施
設
・

修
繕
に
関
わ
る
経
費
が
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

﹁
新
施
設
建
設
﹂﹁
デ
リ
バ
リ
ー
方
式
﹂

﹁
企
業
誘
致
﹂
と
い
っ
た
観
点
か
ら

調
査
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
で
き

る
だ
け
早
く
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

方
向
性
を
決
定
し
、
当
町
の
将
来
を

担
う
子
供
た
ち
に
安
全
で
安
心
な
給

食
が
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き

ま
す
。

Ｑ
当
町
の
学
校
給
食
に
、
地
場
産

食
材
は
ど
の
く
ら
い
使
用
さ
れ
て
い

る
か
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

当
町
の
学
校

給
食
で
使
用
し
て
い
る
地
場
産
食
材

は
、
ほ
ぼ
野
菜
で
す
。
小
川
町
産
野

菜
は
約
25
％
で
、
そ
の
う
ち
小
川
町

産
有
機
野
菜
は
約
５
％
で
す
。
中
で

も
白
菜
、
の
ら
ぼ
う
菜
、
長
ね
ぎ
、

大
根
は
、
小
川
町
産
が
多
く
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

島
しま
田
だ
康
やす
弘
ひろ
議員

「さいたま小川町メガソーラー事業」での土砂 

（客土）搬入に強く反対する意見書の提出

良い環境を次世代に
　　甚大な被害発生源にしない

請願者代表 大澤輝夫氏 県知事へ意見書を提出

経済建設常任委員会は
議案を提出

本会議で審議
　　「全員賛成で可決」

経済建設常任委員会で審査
 「全員賛成で採択すべき」

　本会議で審議
　　「全員賛成で採択」

気候変動等による激甚災害に備え、国は

「国土強
きょうじん

靭化」に集中的に取り組んでいる。

議会は、引き続き安定的な予算確保が図られ

るよう全会一致で採択し、意見書を国（内閣

総理大臣・関係大臣等）に提出した。

住民周知に努める

給食センターの老朽化が激しい、対策を！

令
和
２
年
提
出
の
す
べ
て
の
意
見
書
全
文
は

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

1

1

2

4

3

5

2

3

緊急対策の延長と拡充

新しい取組に注視する

地方自治体が実施する対策へ

必要な予算を確保

財源の安定的な確保と
地方への配慮

「コロナ禍であっても災害は待ってはくれない」

町民の安全・安心につなげる意見書を提出し

ました。

議会から 意見書２件 を提出

条
例
制
定
・
改
正

令
和
２
年
度

補
正
予
算

町民の願いを国・県へ

県知
事へ

意見書…町民の公益に関することについて、議
会としての意思をまとめた文書。議決を経て県
や国の関係省庁などに提出します。請願の採択
を受けて提出することもあります。

防災・減災・国土強
きょうじん

靭化対策の

継続・拡充を求める意見書の提出

地方に十分配慮を
　自然災害の被害を最小限にする

太陽光発電施設の設置等に対する議会の対応

諮問・答申…一定の問題について有識者などに意見を求めること。
また答申とは、諮問を受けた事項について意見を申し述べること。

要望書を検討する

情報収集に努める

執行部と協議をする議
会
は

国へ

学
校
給
食

全質問項目は議会ホームページ（下記QRコード）から見られます。
議会だよりでは議員ごとに要約版で掲載。全文（会議録）は２月末頃に公開予定です。

学
校
再
編

跡
地
利
用

渋
滞
解
消

子
ど
も

移
住
促
進

安
心
安
全

生
活
道
路

森
林
資
源

環
境
保
全

町
の
景
観

公
共
工
事

住
民
参
加

P. 7

「歩いて・見て・聴いた」ことを踏まえ、議員が自身の提言も交え、町に考えを質す。
コロナ禍で一般質問を中止する議会もある中、13人が多岐にわたり論戦を繰り広げました。

13人「13の視点」、そして町の答弁は…？　各議員のつぶやきにも、ご注目ください。

13の視点

P. 8P. 9P.11 P.10P.12P.13 P. 9P.11 P.10P.12P.13 P. 8

皆さんはどのテーマに関心がありますか？

「何をすべきか」
「何が
　できるのか」



一
般
質
問

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
現
在
の
施
策
、
将
来
の
考
え
方
や
説
明
を
町
長
な
ど
に
求
め
、

町
民
の
た
め
の
適
切
な
町
政
運
営
を
行
っ
て
い
る
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
す
。

定員管理…持続可能な財政運営と安定した行政サービス
の提供を図るため、職員数を適正に管理すること。

P.10へつづきます！

Mini Interview

「断捨離」と「読書」です。

ステイホームのお陰で

ブラッシュアップです！
（N・Iさん 66歳）

P.7からの

つづきです！
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小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

見
出
し
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 　

内
容
が
一
目
で
わ
か
り
、
記
事
を
読
み
た
く
な
る
見
出
し
を
つ
け
ま
す
。

実家の片付けと、娘の家に一泊

するのが、何よりの解消法です。
（Ｓ・Ｔさん 57歳）

地元の農家さんから畑を借りて、

農作業をするとスッキリします！
（Ｏ・Ｙさん 31歳）

令和４年度から小川小に統合される
東小川小。「負担」が少ない方法を！

学
校
再
編
答 

弁

公
平
性
の
観
点
か

ら
受
益
者
負
担
を
求
め
る

通
学
方
法
へ
の

保
護
者
負
担
は

Ｑ
嵐
山
町
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
と

キ
ャ
ン
プ
場
は
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
が
、

収
益
を
把
握
し
て
い
る
か
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

平
成
29

年
度
約
８
万
５
０
０
０
人
、
令
和
元

年
度
約
７
万
３
０
０
０
人
の
来
場
者

で
、
そ
れ
ぞ
れ
約
５
３
０
０
万
円
と

約
４
０
０
０
万
円
の
収
益
で
す
。

Ｑ
小
川
町
に
も
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場

や
キ
ャ
ン
プ
場
が
で
き
る
場
所
は
な

い
か
。 

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

現
在
、

当
町
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
や
キ
ャ
ン

プ
場
を
業
務
と
し
て
行
っ
て
い
る
事

業
者
は
い
ま
せ
ん
。
腰
中
区
切
通
橋

下
流
、
パ
ト
リ
ア
お
が
わ
南
側
、
下

里
一
区
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
キ
ャ
ン

プ
を
し
て
い
る
方
が
多
い
で
す
。

Ｑ
下
里
一
区
の
し
尿
処
理
場
跡
地

は
、
キ
ャ
ン
プ
場
と
し
て
新
た
な
集

客
の
場
と
な
る
と
思
う
が
。 

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

日
本
の

原
風
景
の
よ
う
で
す
ば
ら
し
い
と
思

い
ま
す
が
、
小
川
地
区
衛
生
組
合
の

所
有
地
な
の
で
、
そ
の
理
解
、
あ
る

い
は
運
営
す
る
民
間
団
体
や
近
隣
住

民
の
理
解
が
得
ら
れ
れ
ば
、
そ
の
可

能
性
が
あ
る
の
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
東
小
川
小
学
校
、
旧
上
野
台
中
学

校
跡
地
利
用
に
つ
い
て

跡
地
利
用
答 

弁

コ
ロ
ナ
禍
で
野
外

で
の
活
動
が
見
直
さ
れ
た

し
尿
処
理
場
跡

地
で
誘
客
を

下里地区にあるし尿処理場跡地とその
河原を、新たな観光の目玉に。

R254バイパス高谷交差点の渋滞解消
は町民みんなの願いです。

渋
滞
解
消
答 

弁

高
齢
者
や
子
供
た

ち
の
安
全
確
保
は
最
重
要

ど
う
す
る
交
通

弱
者
の
安
全
は

子
ど
も

答 

弁

令
和
４
年
度
設
置

に
向
け
研
究
す
る

家
庭
総
合
支
援

拠
点
の
進
捗
は

様々な問題も子育て支援課全体で取り
組んでいます。

Ｑ
学
校
再
編
等
審
議
会
か
ら
受
け

た
短
期
再
編
計
画
に
係
る
答
申
で
は
、

通
学
方
法
に
つ
い
て
﹁
バ
ス
利
用
の

負
担
は
全
額
公
費
で
賄
う
こ
と
・
保

護
者
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
﹂
と
な
っ
て
い
た
が
、
実
際
の
計

画
は
一
世
帯
当
た
り
月
額
１
０
０
０

円
の
﹁
受
益
者
負
担
﹂
を
課
す
も
の

と
な
っ
た
。
そ
の
経
緯
・
背
景
は
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

現
在
、
町
内

に
は
自
力
や
保
護
者
の
協
力
に
よ
っ

て
、
よ
り
遠
方
か
ら
登
校
し
て
い
る

児
童
が
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現
状

の
中
で
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
す

る
児
童
と
利
用
し
な
い
児
童
間
の
公

平
性
を
総
合
的
に
判
断
し
、﹁
受
益

者
負
担
﹂
を
求
め
る
通
学
方
法
の
構

築
が
必
要
と
考
え
ま
し
た
。

Ｑ
受
益
者
負
担
と
し
て
年
額
40
〜

50
万
円
程
度
の
歳
入
が
見
込
ま
れ
る

が
、
お
お
む
ね
年
額
90
億
円
の
財
政

規
模
に
あ
っ
て
、
今
収
入
を
﹁
当
て
﹂

に
す
る
必
要
は
生
じ
る
の
か
。

Ａ
学
校
教
育
課
長
ほ
か　

ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
利
用
に
係
る
保
護
者
の
一

部
負
担
金
は
、
あ
く
ま
で
先
の
受
益

者
負
担
の
考
え
方
に
よ
る
も
の
で
す
。

そ
の
収
入
を
行
政
的
に
期
待
し
て
い

る
も
の
と
は
捉
え
て
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
児
童
福
祉
法
等
改
正
法
が
成
立

し
、
２
０
２
２
年
度
ま
で
に
全
市
町

村
に
虐
待
相
談
の
拠
点
と
し
て
、
子

ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
の
設
置
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
進
捗
は
。

Ａ
子
育
て
支
援
課
長　

支
援
拠
点

は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
機
能
を

担
い
ま
す
。
今
後
、
他
自
治
体
の
状

況
や
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
等
を
考
慮
し
、
研
究

し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
虐
待
発
生
時
、
迅
速
・
的
確
な

対
応
を
す
る
に
は
、
専
門
職
を
増
員

し
体
制
強
化
が
必
要
と
考
え
る
が
。

Ａ
子
育
て
支
援
課
長　

対
応
件
数

が
増
加
、
内
容
も
複
雑
化
し
対
応
に

苦
慮
す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
子
育
て
支
援
課
全
体
で
連
携

し
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
専
門
職
の

配
置
は
大
き
な
力
に
な
る
と
考
え
ま

す
。
し
か
し
、
職
員
の
増
員
に
は
、

定
員
管
理

な
ど
の
課
題
が
あ
り

ま
す
。

Ｑ
専
門
職
は
人
材
が
不
足
し
て
い

る
。
何
か
あ
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
。

子
供
の
命
を
守
り
、
職
員
の
負
担
軽

減
に
も
つ
な
が
る
が
。

Ａ
町
長　

職
員
の
定
員
管
理
の
中

で
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
一
番
ベ

タ
ー
な
の
か
、
人
事
担
当
と
話
し
合

い
を
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
新
駅
開
業
に
よ
っ
て
、
町
の
役

割
や
責
任
に
変
化
は
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

交
通
渋

滞
解
消
に
向
け
た
企
業
の
対
策
の
一

つ
と
し
て
、
新
駅
が
開
設
さ
れ
た
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、﹁
交
通
渋
滞
対
策
会
議
﹂

を
埼
玉
県
・
ホ
ン
ダ
・
小
川
町
・
寄

居
町
で
組
織
し
て
、
渋
滞
解
消
の
課

題
や
事
業
に
つ
い
て
協
議
し
、
本
田

小
川
線
バ
イ
パ
ス
、
環
状
１
号
線
の

早
期
開
通
に
向
け
た
努
力
を
し
て
い

ま
す
。

Ｑ
抜
け
道
と
し
て
、
住
宅
地
の
生

活
道
路
に
進
入
し
て
い
な
い
か
。

Ａ
防
災
地
域
支
援
課
長　

高
齢
者

や
子
供
た
ち
の
安
全
確
保
は
極
め
て

重
要
で
あ
り
、
県
や
警
察
な
ど
の
機

関
と
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

Ｑ
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
や
生
活
エ
リ

ア
な
ど
の
区
域
指
定
や
﹁
交
通
安
全

の
ま
ち
﹂
宣
言
は
で
き
な
い
か
。

Ａ
防
災
地
域
支
援
課
長　

現
在
、

交
通
安
全
の
取
り
組
み
と
し
て
、
交

通
安
全
隊
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
見
守
り
活
動
の
実
施
及
び
安

全
の
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

﹁
交
通
安
全
の
ま
ち
﹂
宣
言
に
つ

い
て
、
今
後
考
え
て
い
き
ま
す
。

髙
たか
瀬
せ
　勉
つとむ
議員

笹
ささもとたかゆき
本孝幸議員

井
い
口
ぐち
亮
りょういち
一議員

髙
たかはし
橋さゆり議員

小川町のすばらしい自然を利用すべきでは

なぜ、受益者負担を課すのか疑問です…安心・安全で移動の喜びを実感できるまちに

コロナ禍でもあり、母子を孤独にさせないで



一
般
質
問

本
会
議
に
お
け
る
一
般
質
問
の
議
員
１
人
の
持
ち
時
間
は
、
答
弁
も
含
め
て
75
分
以
内
と

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
︵
写
真
説
明
︶
に
コ
ダ
ワ
ル
！  

単
な
る
説
明
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
応
援
や
批
判
な
ど
﹁
魂
﹂
を
込
め
て
お
伝
え
し
ま
す
。

月２回程度のゴルフと、

妻を喜ばせる手料理です。
（Ｍ・Ｎさん 64歳）

YouTubeで自動車整備系

チャンネルを見ること。
（Ｓ・Ｓさん 40代）

縁側でビールを飲み、ちょっと

贅沢なお刺身をいただいて、

柚子風呂に入ること。　　　　

　　　（K・Nさん 40代）

ただひたすら「カレー

づくり」に励んでいます。
（I・Rさん 28歳）

P.9からの

つづきです！

このポスターやチラシは、移住を考え
る人々の心を動かしました。

移
住
促
進
答 

弁

補
助
要
綱
改
正
を

検
討
す
る

結
婚
応
援
事
業

の
拡
大
は

Ｑ
太
陽
光
発
電
計
画
は
何
箇
所
で
、

反
対
運
動
が
あ
る
場
合
そ
の
理
由
は
。

Ａ
環
境
農
林
課
長　

出
力
20
キ
ロ

ワ
ッ
ト
以
上
の
施
設
は
１
５
２
件
で
、

町
内
全
域
に
点
在
し
て
い
ま
す
。
反

対
運
動
は
承
知
し
て
お
り
、
理
由
は

生
態
系
や
環
境
を
損
な
う
、
土
砂
搬

入
の
不
安
で
す
。

Ｑ
町
の
基
本
理
念
﹁
自
然
と
共
生

し
た
ま
ち
づ
く
り
﹂
と
の
整
合
性
は
。

Ａ
環
境
農
林
課
長　

里
地
里
山
保

全
の
共
同
体
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

命
と
安
全
守
る
対
策
を

Ｑ
県
道
本
田
小
川
線
バ
イ
パ
ス
の

安
全
対
策
を
人
命
優
先
安
全
第
一
に
。

Ａ
建
設
課
長　

町
道
２
３
３
号
同

２
４
４
９
号
︵
通
学
路
︶
に
は
、
信

号
機
と
横
断
歩
道
設
置
を
警
察
に
要

望
し
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
を
検
討

し
ま
す
。
制
限
速
度
は
50
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
、
町
道
並
み
速
度
で
は
バ
イ

パ
ス
機
能
は
果
た
せ
ま
せ
ん
。

Ｑ
人
命
最
優
先
、
安
心
安
全
第
一

に
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
建
設
課
長　

道
路
利
用
者
の
安

全
を
第
一
に
考
え
、
取
り
組
ん
で
い

か
ね
ば
と
考
え
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
充
実
・
強
化
を

安
心
安
全
答 

弁

里
地
里
山
保
全
の

共
同
体
づ
く
り
を
進
め
る

命
と
安
全
、
基

本
理
念
厳
守
を

「バイパス」を横断、登校中の生徒。

尊い命を守るためのメッセージ。無意
味なものにしてはならない。

生
活
道
路
答 

弁

立
て
看
板
を
設
置

し
注
意
喚
起
を
促
す

通
勤
時
間
帯
の

安
全
対
策
を

森
林
資
源
答 

弁

自
然
を
守
る
姿
勢

を
子
供
の
心
に
育
て
る

脱
炭
素
社
会
へ

の
環
境
教
育
を

間伐や人材育成・確保、木材利用の促
進費用に国税が充てられています。

Ｑ
結
婚
応
援
事
業
の
実
績
は
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

10
件
を

予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
ま
で

２
件
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

Ｑ
国
が
定
め
た
要
件
に
町
独
自
の

条
件
を
付
加
で
き
な
い
の
か
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

国
の
補

助
事
業
で
す
が
、
町
独
自
の
予
算
を

充
て
る
こ
と
で
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。

Ｑ
支
援
事
業
の
対
象
年
齢
を
40
歳

ま
で
拡
大
で
き
な
い
か
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

来
年
度

か
ら
国
の
要
件
が
39
歳
以
下
ま
で
緩

和
さ
れ
る
予
定
で
す
。
町
で
も
補
助

要
綱
の
改
正
を
検
討
し
ま
す
。

安
全
組
織
の
見
直
し
は

Ｑ
﹁
こ
ど
も
あ
ん
し
ん
１
１
０
番

の
家
﹂
の
登
録
数
は
。

Ａ
防
災
地
域
支
援
課
長　

現
在
５

４
１
件
で
徐
々
に
増
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
子
供
た
ち
を
事
件
・
事
故
・
災

害
か
ら
守
る
た
め
の
緊
急
避
難
場
所

を
確
保
す
る
目
的
と
あ
る
が
、﹁
災

害
﹂
が
明
記
さ
れ
た
の
は
い
つ
か
ら

か
。
協
力
者
や
子
供
た
ち
に
周
知
さ

れ
て
い
る
の
か
。

Ａ
防
災
地
域
支
援
課
長　

平
成
25

年
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
設
置
協
力

者
へ
の
周
知
と
一
層
の
協
力
を
要
請

し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
総
面
積
の
58
％
が
山
林
に
覆
わ

れ
て
い
る
森
林
整
備
の
状
況
は
。

Ａ
環
境
農
林
課
長　

現
在
山
林
所

有
者
か
ら
委
託
を
受
け
、
人
工
林
面

積
の
18
・
７
％
が
埼
玉
県
中
央
部
森

林
組
合
に
よ
り
森
林
経
営
計
画
が
進

ん
で
お
り
、
効
率
的
な
伐
採
と
保
育

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
間
伐
材
の
利
活
用
は
。

Ａ
環
境
農
林
課
長　

主
に
バ
イ
オ

マ
ス
の
利
用
の
チ
ッ
プ
材
と
し
て
、

ま
た
木
材
と
し
て
ベ
ン
チ
な
ど
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
当
町
を
含
む
埼
玉

県
中
央
部
森
林
組
合
エ
リ
ア
で
は
、

間
伐
可
能
面
積
の
５
％
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。
利
活
用
が
少
な
い
理
由

と
し
て
、
搬
出
す
る
コ
ス
ト
が
か
か

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
後
の
利
用
も
コ
ス
ト
に
見
合
っ

た
成
果
物
に
な
ら
な
い
の
が
課
題
で

あ
る
よ
う
で
す
。

Ｑ
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
の
実
現

は
中
期
的
な
課
題
だ
が
、
ま
ず
は
対

応
可
能
な
環
境
教
育
の
推
進
を
。

Ａ
環
境
農
林
課
長　

「︵
仮
称
︶
山

の
学
校
﹂
を
立
ち
上
げ
、
森
林
問
題

や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
を
支
え

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
づ
く
り
へ
展

開
を
考
え
て
い
ま
す
。
子
供
の
心
に

町
の
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
を
守
り
、

持
続
さ
せ
る
態
度
を
育
て
ま
す
。

Ｑ
青
山
陸
橋
西
交
差
点
か
ら
大
河

公
民
館
付
近
ま
で
の
環
状
1
号
線
は
、

令
和
５
年
に
工
事
が
完
了
す
る
。
大

河
公
民
館
周
辺
の
生
活
道
路
の
安
全

対
策
は
。

Ａ
建
設
課
長　

生
活
道
路
の
安
全

確
保
の
た
め
、
県
や
警
察
等
と
連
携

し
た
対
策
が
必
要
で
す
。
通
過
交
通

の
安
全
対
策
は
環
状
線
の
延
伸
が
効

果
的
で
あ
り
、
引
き
続
き
県
へ
の
要

望
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
町
内
に
は
抜
け
道
と
し
て
使
わ

れ
て
い
る
生
活
道
路
が
何
箇
所
も
あ

る
。
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
地
区
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
話
し
合
う

機
会
を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
防
災
地
域
支
援
課
長　

「
交
通

安
全
隊
﹂
や
﹁
交
通
安
全
母
の
会
﹂

と
安
全
対
策
に
つ
い
て
の
話
し
合
い

の
場
を
設
け
、
危
険
箇
所
の
洗
い
出

し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

街
路
灯
維
持
に
積
極
性
を

Ｑ
に
ぎ
わ
い
を
照
ら
し
て
き
た

﹁
街
の
灯
り
﹂
の
更
新
希
望
者
は
約

３
割
の
状
況
で
あ
る
。
補
助
金
を
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

活
気
あ

る
商
店
街
の
維
持
と
安
全
確
保
の
観

点
か
ら
、
商
工
会
等
と
十
分
な
意
見

交
換
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

髙
たかはし
橋功

いさ お
人議員

本
ほんだしげのぶ
多重信議員戸

と

口
ぐち

　勝
まさる

議員

笠
かさはら
原規
のりひろ
弘議員

小川町の宝、緑と清流をしっかりと次世代へ

今こそ様々な支援策を強化すべきときです「もっと安全な町へ」みんなで達成しましょう

里山の環境を、町民の手で再生させましょう

つづく！



一
般
質
問

一
般
質
問
の
全
文
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
会
議
録
」
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

 

（
12
月
定
例
会
の
会
議
録
は
２
月
末
頃
掲
載
の
予
定
で
す
）
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小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

情
報
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 　

用
語
解
説
は
じ
め
関
連
情
報
へ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
な
ど
﹁
読
者
目
線
﹂
の
編
集
を
心
が
け
ま
す
。

P.11からの

つづきです！

森林資源の持続可能な活用をみんなで
考えていく必要があると感じます。

環
境
保
全
答 

弁

適
正
な
実
施
に
向

け
意
見
を
し
て
い
く

不
安
と
反
対
の

声
へ
の
対
応
は

Ｑ
景
観
モ
デ
ル
地
区
の
選
定
か
ら

３
年
。
今
後
の
取
組
と
方
向
性
は
。

Ａ
都
市
政
策
課
長　

取
組
を
継
続

し
ま
す
。
ま
た
、
和
紙
や
地
酒
、
絹
、

木
工
業
な
ど
地
場
産
業
に
関
わ
る
建

築
物
の
価
値
や
魅
力
を
歴
史
的
背
景

と
と
も
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
景
観
モ
デ
ル
地
区
に
お
い
て
、

地
域
や
行
政
、
ま
ち
づ
く
り
団
体
が

構
成
員
と
な
る
研
究
会
の
発
足
を
。

Ａ
都
市
政
策
課
長　

研
究
会
は
町

民
の
意
識
を
高
め
る
た
め
に
も
重
要

で
す
。
町
も
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
和
紙
体
験
学
習
セ
ン
タ
ー
の
方

向
性
は
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

産
業
施

設
と
し
て
の
整
備
・
活
用
を
基
軸
に

据
え
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
へ
の

制
度
活
用
も
検
討
し
ま
す
。

Ｑ
全
国
で
３
件
の
裏
絹
の
精
錬
所

が
当
町
に
２
件
あ
る
。
支
援
体
制
は
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

伝
統
的

な
産
業
は
、
他
業
種
と
の
連
携
が
難

し
い
で
す
が
、
絹
・
和
紙
等
素
材
を

産
む
技
術
、
建
具
・
襖
紙
の
加
工
技

術
、﹁
も
の
づ
く
り
﹂
を
支
え
て
き

た
技
術
者
同
士
が
連
携
す
る
こ
と
で

必
ず
や
新
し
い
価
値
が
生
ま
れ
る
も

の
と
考
え
ま
す
。
今
後
も
、
事
業
者

に
寄
り
添
い
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

町
の
景
観
答 

弁

県
と
協
議
し
、
今

後
も
継
続
し
て
い
く

景
観
モ
デ
ル
地

区
の
今
後
は

県や大学と連携し、学生が町づくり等
を学ぶ場とし実施された町歩き。

災害復旧に大切な役割を果たす建設業
者。私たちの安全安心を支える。

公
共
工
事
答 

弁

発
注
者
と
し
て
の

責
務
を
果
た
し
て
い
く

町
内
建
設
業
者

の
育
成
を

住
民
参
加
答 

弁

真
に
町
を
思
う
人

が
主
体
と
な
る
こ
と

地
域
お
こ
し
に

必
要
な
も
の
は

地域に合ったまちづくりを考えたと
き、当町が売りにできるのは里山だ。

Ｑ
太
陽
光
発
電
は
地
球
温
暖
化
の

防
止
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た

我
が
国
の
化
石
燃
料
へ
の
依
存
率
を

勘
案
す
れ
ば
、
主
な
電
力
源
の
一
翼

を
担
う
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
急
速

に
普
及
し
た
こ
と
に
伴
い
、
地
域
で

ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
事
例
も
多
く
、
災

害
の
懸
念
、
景
観
な
ど
に
影
響
を
及

ぼ
す
恐
れ
な
ど
、
多
く
の
不
安
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
今
後
も
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
建
設
の
動
き
は
継
続
す
る

と
思
う
か
。

Ａ
環
境
農
林
課
長　

国
策
に
お
い

て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
施
設
は

拡
大
し
て
い
き
ま
す
が
、
一
方
、
売

電
価
格
の
低
下
や
広
大
な
土
地
取
得

の
困
難
さ
で
、
当
町
に
お
い
て
は
、

林
地
開
発
を
伴
う
大
規
模
な
開
発
は

継
続
し
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
町
民
の
不
安
や
反
対
の
声
に
対

す
る
考
え
は
。

Ａ
環
境
農
林
課
長　

町
に
は
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
に

現
在
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
検
討
を

し
て
い
ま
す
。
発
電
事
業
は
、
環
境

に
配
慮
し
地
域
と
の
共
生
を
図
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
地
域
環
境
及
び
住

民
意
識
を
調
和
さ
せ
た
適
正
な
実
施

に
向
け
、
事
業
者
に
は
町
の
意
見
を

述
べ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
当
町
が
特
徴
あ
る
地
域
と
な
る

た
め
に
必
要
な
も
の
は
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

地
域
の
こ
と

を
よ
く
知
る
住
民
と
町
の
魅
力
を
理

解
す
る
地
域
外
の
方
々
が
主
体
と
な

り
活
動
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
ら
を
つ
な
い
で
い
く
の

が
行
政
の
役
割
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

Ｑ
特
徴
を
生
か
す
た
め
に
努
力
し

実
を
結
ん
だ
地
域
は
全
国
に
多
く
存

在
す
る
。
川
越
市
、
長
野
県
小
布
施

町
、
愛
媛
県
内
子
町
な
ど
挙
げ
れ
ば

切
り
は
な
い
が
、
手
本
と
し
て
は
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

お
示
し
の
地

域
は
、
古
く
か
ら
地
域
資
源
を
有
効

活
用
し
、
住
民
と
の
協
働
で
成
功
し

て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
各
地

の
成
功
事
例
を
参
考
に
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
様
々
な
資
源
が
あ
る
が
、
当
町

最
大
の
特
徴
は
山
と
平
地
が
ほ
ぼ
半

分
ず
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
。
里
山
が

最
大
の
売
り
で
は
な
い
か
。
政
策
の

柱
と
す
る
こ
と
を
考
え
て
は
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

里
山
は
日
本

の
原
風
景
で
あ
り
、
Ｓエ

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ

目
標
達
成
の
た
め
第
５
次
総
合
振
興

計
画
の
後
期
基
本
計
画
で
も
活
用
に

つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
災
害
時
の
対
応
、
大
雪
時
の
除

雪
な
ど
、
町
内
建
設
業
者
の
育
成
は
、

安
全
・
安
心
の
住
民
生
活
に
欠
か
せ

な
い
。
そ
う
し
た
点
か
ら
、
公
共
事

業
は
重
要
で
あ
り
、
計
画
的
に
建
設

業
者
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
町
は
ど
う
捉
え
、
生
か
そ
う

と
し
て
い
る
か
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

公
共
工
事
を

計
画
的
に
発
注
す
る
こ
と
は
、
町
内

建
設
業
者
の
雇
用
の
創
出
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
も
重
要
で
す
。
今
後

も
必
要
な
公
共
工
事
の
、
建
設
業
者

へ
の
発
注
機
会
を
確
保
し
ま
す
。

Ｑ
国
の
﹁
公
共
工
事
品
確
法
﹂

﹁
発
注
関
係
事
務
の
運
用
に
関
す
る

指
針
﹂

の
改
正
は
、
建
設
業
者

を
守
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
。
町
は

ど
う
捉
え
生
か
そ
う
と
し
て
い
る
の

か
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

今
回
の
改
正

で
、
公
共
工
事
の
品
質
を
確
保
し
た

上
で
、
災
害
復
旧
工
事
の
迅
速
か
つ

円
滑
な
実
施
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
働
き
方
改
革
へ
の
対
応
が
規
定

さ
れ
、
町
は
現
場
労
働
者
の
処
遇
改

善
や
中
長
期
的
な
担
い
手
確
保
に
配

慮
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
町
は
発
注
者

と
し
て
の
責
務
を
果
た
し
、
公
共
工

事
の
品
質
確
保
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

五
い が ら し
十嵐康

やすひろ
博議員

田
た
中
なか
照
てる
子
こ
議員島

しま
﨑
ざき
隆
たか
夫
お
議員

山
やま
口
ぐち
勝
かつ
士
し
議員

町中は県の歴史の道景観モデル地区です

自然の恵みへの感謝を忘れないように…安全安心のため、地域建設業者は大切だ

時代に合った戦略家が必要である

SDGｓ…国連サミットで採択された持続
可能な開発目標。「誰一人取り残さない」
ことを誓っている。

外務省ホームページ「SDGsとは？」

公共工事品確法／発注関係事務の運用に関する指針…価格の
みで落札者を決める仕組みを見直し、多様な入札・契約制度
の導入など公共工事の品質確保を促進するための法律。その
法律に基づき、事務を適切・効率的に運用するための指針。

とにかく体を動かしています。

フラダンスをしたり！
　　　　　　　（M・Jさん 65歳）
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次の定例会は

※日程は変更になる場合が
　あります。詳しくは議会
　ホームページへ

午前10時開会
3 1

2 人 30人 54 人 70 人 71 人 47 人 66 人 34 人 8人

月 日（月）〜

聞 ×
つ な

議員の

382人
現在

高齢者や視覚の弱い方にも配慮したＵＤ（ユニバーサルデザイン）フォントを使用しています

おがわぎかいNo.80〜
議員がインタビューした町民みなさんの数

（★今号取材）

〜９歳 10代 30代 60代20代 50代40代 70代 80歳〜

のびのび広場（ココット）
● 今号の表紙 ●

UD
F o n t

UD
F o n t

今年最初の広場は、みんなで「うし」

さんのエコバックづくり。

外で遊べば凧にもなるよ。楽しいね♪

前号の議会だより（No.97）で「読んでよかった」

と思ったのは、どの記事でしたか？

「一般質問」です。以前から気になっていた「旧
上野台中の活用」と、「災害時の建築業者の対

応」の質問を読み、旧上野台中については、い

よいよ動き出すこと、また、自分の知っている

近隣の町の水道業者同様に、小川町の建築会

社の実情も大変なことがよく分かりました。

ーー議会だよりへ「ひとコト」！

毎回、一般質問は興味があるので、必ず読ん

でいますが、他の特集記

事や、「聞く×つなぐ」は

読んでいません。これか

らは読むようにしたいと思

います。

加藤友良さん
（西古里）

町

民
の

声
、「

聞

き
ま

す
×
つ
な

ぎ
ま

す

」

わわ
たた
しし
のの
ひひ
とと
ココ
トト

神
明町に

引っ越

して間もなく、

当時犬に興味

を抱いていた

５歳の息子は、

毎朝近所の方

に連れられ、犬の散歩を楽しんでいまし

た。保育園児の娘は、園のお散歩で仙元

山や腰越城跡など、美しい四季のトンネ

ルを駆け回っています。近所の方の優し

さ温かさ、そして豊かな自然の恵みを小

さな体にいっぱい浴びて、すくすくと成

長しています。優しい眼差しを子供たち

に向けてくれる方々に感謝、そんな小川

町、私は大好きです。

4人の子供たちが進学や就職で町を

離れる時、生まれ育った町を振り

返り「また、小川に住みたいな」と思っ

てくれたなら、何よりですね。

柏俣由希子さん
（神明町）

だ か ら  小 川 が 好 き ！Back to   お が わ ぎ か い  No.97

Gikai's comment　一般質問以外にも
興味を持っていただけるよう、今後も頑張ります。

加藤さんイチオシの
記事はP.9〜の
一般質問

議会だよりを読んだ感想を議員がインタビュー 町への想いを寄稿していただくコーナー

編集後記
新型コロナウイルスが確認されてから、早１年が経過致しました。

ウイルスの蔓
まんえん

延は、私たちのライフスタイルを一変し、価値観や

社会に大きな変化をもたらしました。当町においても大きな変革

期を迎えていると感じております。こんな時だからこそ、改めて

正確な情報をお届けする大切さを感じ、その業務に携わる責任を

実感しています。これからも、より正確に読んでいただける広報

紙の発行に努めてまいります。（五十嵐）

KATO  Tomoyoshi

KASHIWAMATA  Yukiko

子供たちの笑顔
あふれる町に

人の優しさに
感謝です


